「だが 向う の 森 を 御覧」 と 兄 は 又 別 のこと を 云いだ し 

ました。 「あの 森 蔭の 暗い こと はどう だ。 あま リ 月が 

明るい ので、 却って あんなに 暗い の だ」 

「なんだか 化物が ゾロゾ 口 # いまわ つ ている ようです 

ね」 

し ま 

そうは 云って しまった ものの、 私 は 失敗った と 思い 

ました。 何とい う 気味の わるい こと を 口にした ので 

にわ えりもと 

しょう。 俄かに 襟元が ゾ クゾク してきました。 

「ほんと に 神秘な 夜 だ。 東京に いて は、 こんなに 月の 

光 や、 星の ことな ど を 気にする ことはないだろう。 こ 

んな 高い 山の頂き にいる と 空の 化物に 攫われて しまい 



そうな 気がして くる」 

しぼ 

私 は 先程の 元気 も 嬉し さもが、 いつの 間に か 凋んで 

そび 

しまったのに 気がつきました。 ザ ヮザヮ と 高く 聳えて 

こずえ てんぐお ろし 

いる 杉の 梢が 風 をう けて 鳴ります。 天狗 嵐の ようで 

ンゅ く ン i- 

す。 なんだか 急に、 目に 見えぬ 長い 触手が ヒ シヒシ 

まわ 

と 身体の 周りに 伸びて くるよう な 気がして きました。 

たもと 

私 はいつ の 間に か、 兄の 抉 をし つかり 握って いました。 

ちょうど 

丁度 そのと きです。 

かす きぬ さ 

微かながら、 絹 を 裂く ような 悲鳴が —— 多分 悲鳴 だ 

と 思 つ た のです が —— 遠く 風に 送られ 何処から か 響い 

たように 感じました。 



こうか い 

満月の 夜だった こと を ハツ キリと 後悔し ました。 せ 

めて 月が 無ければ、 こんなにまで 荒涼たる 風光に 

せんりつ 

戦慄す る， ，- と はな か つたでしょう。 

一 体 なにごとが 起った のでしょう？ 

飛び ゆく 怪 博士 

悲鳴の する 家 は、 漸くに 判りました。 それ は、 向う 

に 見えて いる 大きい 洋館で ありました。 二階の 窓が 開 



「 さあ 奥さん。 ， ^ うなれば 私達 は 落 付き を とりかえさ 

なければ なりません。 詳しい お 話 をう かがう ことに 

よって、 一番い い 方法が 見つかる ことでしょう。 しつ 

かり 気 をと りなお して、 一 伍一 什 を 話して 下さい」 

「ああ、 恐ろしい —— 」 老婦 人 は 顔に 両手 を 当てる と、 

何 を 思い出した のか、 ヮッと 泣き出しました。 

「奥さん、 お 家の 中へ お送りし ましょう」 

「ああ、 家の 中です か。 いえいえ それ はいけ ません。 

まもの 

家の 中には、 まだ 恐ろしい 魔物が 居る にき まってい ま 

す。 貴方が たもき つと 喰われて しまい ますよ。 ああ、 

恐ろしい ：：： 」 



老婦 人 は ベッドの 上に、 静かに 目 を 閉じて 睡 つてい 

い き お だ や 

ます。 呼吸 も 大変 穏か になって 来ました。 やっと 気 

が 落 付いて きた ものと 見えます。 二階で は、 コッ コッ 

あしおと 

と跫 音が しています。 兄が 廊下 を 歩いて いるので しょ 

、つ。 

「ああ -」 

老婦 人 は、 一 つ 寝返り をう ちました。 そのと きに 

リ ようがん 

両眼 を 天井の 方に 大きく 開きました。 

「ああ、 うちの 人 は 帰って来 たの かしら」 

「いいえ、 あれ は 私の 兄です よ」 

老婦 人 は 急に 恐ろしい 顔に なって、 私の 方 を 向き ま 



した。 

「兄さんで すつ て -」 

「二階へ 調べに 行って います」 

「二階へ？ そり やい けません。 恐ろしい 魔物に また 

攫われ ますよ。 危ぃ、 危ぃ。 さ、 早く わたし を 二階へ 

連れていつ て 下さい」 

そのと きでした。 俄かに 二階で、 瀬戸物 を ひつく り 

かえした ような ガチャ ンガ チャンと い う 物音が 聞え て 

きました。 つづいて ド— ンと床 を 転がる ような 音が し 

ま ^9 

たみお 

「民 夫！ 民 夫！ 早く 来て くれ ッ」 



みこみ 

開く だろうと いう 見込が つきました。 

ド— ン。 

ガラ ガラと 扉が 開きました。 

部屋の 中へ 飛び こんで みます と、 そこ は 図書室の よ 

うで も ぁリ、 何 か 実験 をして いる 室で も あるら しく、 

複雑な 器械の ような ものが、 本棚の 反対の 側に 置いて 

てんた いぼう えんきょう 

あり、 天体望遠鏡の ような もの も 見えます。 しかし 

かんじん 

肝心 の 兄の 姿が 見えません。 

(攫われた のか ナ) 

私 は ハツと 胸 をつ かれた ように 感じました。 

「兄 さ ー ん！」 



うな ノ J え 

う— ッ、 う ー ッ というよう な呻リ 声が 突然 聞え まし 

た。 呻り 声の する の は、 意外に も 私の 頭の 上の 方です。 

おどろ うしろ 

私 は 駭 いて 背後に ふりかえ ると、 天井 を 見上げました。 

「やや ッ I— 」 

私 は その 場に 仆 れんば かりに 吃驚し ました。 兄が 居 

ました。 たしかに 兄が 居ました。 しかし 何とい ぅ不思 

こうち リ 

議な ことでしょう。 兄 は 天井に 足 をつ いて 蝙蝠の よう 

に 逆さまに ぶら 下って いるので す。 頭 は 一番 下に 垂れ 

下って いますが、 私の 背よりも ずっと 高くて 手が とど 

じゅくし 

きません。 兄の 顔 は、 熟柿の ように 真 赤です。 両手 は 

自分の 顔の 前で、 蟹の 足の ように、 開いた まま 曲って 



います。 何物 か を 一 生 懸命に 摑ん でい るよう です が、 

別に 摑ん でい る 物 も 見えません。 ロをモ グモグ やって 

いますが、 言葉 は 聞え ません。 何者かに 締めつ けられ 

ている ような 恰好です。 どうしたらいいだろう。 

一体、 兄 はどうして そんな 天井に 逆さまで 立って い 

るの か 判らない のです。 しかし 兄が 非常な 危険に 直面 

している らしい 事 は 充分に わかります。 

(何とかして 早く 助けなければ …… ) 

私 は 咄嗟の 考えで、 傍の 本棚に 龃け よると 洋書 をと 

りあげました。 

「ええい ッ」 



私 は 兄の ために、 さしあたり 医者 を 迎えねば ならな 

いと 思いました。 この 家のう ちに は 電話が あるので は 

ないかと 思った ので、 兄の 身体 は そのまま とし、 階下 

へ 降りて みました。 階段の 下に 果して 電話機が こっち 

のぞ 

を視 いていました ので、 私 は 嬉しくな つて 飛びつ いて 

ゆきました。 だが 電話 を かけよう として、 私 は ハタと 

ゆ づま 

行き 詰って しまいました。 どこのお 医者 様が いいの だ 

ふと しょかつ 

か 判らない のです。 そのと き 不図 気がつい たの は 所轄 

の 小 田 原 警察署の ことです。 

ちんじ 

(まず 警察へ この 椿事 を 報告し、 救い を 求めよう。 そ 



しぼる と、 額の 上に 載せて やりました。 こうして 置い 

て 私 は、 現場 調査に とりかかった のです。 

その 室で、 まず 私の 眼に うつる 異様な もの は、 窓 

ガラス あな たらい 

硝子の 真ン 中に あけられた 大きい 孔 です。 これ は盥 

が 入る 位の 大きさが あります。 随分 大きな 孔が あいた 

ものです。 何故 この 窓 硝子が 割れた のでし ようか。 そ 

れを 知らなければ なりません。 

調べて みると、 その 窓 硝子の 破片 は、 室内に は 一 つ 

おくが い 

も 残らず、 全部 屋外に こぼれて いるのに 気がつき まし 

た。 どうして 内側に 破片が 残らなかった か？ 

(うむ。 これ は 窓 硝子 を 1® す 前に、 この 室内の 圧力が 



室外の 圧力よりも 強かった の だ) 

もし 外の 方が 圧力が 強いと 窓 硝子が 壊れた とき は、 

外から 室内へ 飛んで くる 害です から 室内に 硝子の 破片 

さんらん 

がー 杯 散乱して いなければ なりません。 そういう こと 

のない わけ は、 それが 逆で、 この 室内の 方が 圧力が 高 

かった わけです。 

(室内の 圧力が 高い という こと は、 どういう 状態に 

あつたの かしら？) 

風船で はない のです から、 この 室内 だけに 特に 圧力 

の 高い 瓦斯が 充満して いたと は 考えられません。 それ 

に 窓 硝子の 壊れる 前に、 私 はこの 室内へ 入って いたの 



です。 扉 を 破って 入った ときに、 室内に 圧力の 高い 瓦 

さっと 

斯と 空気が 充満して いた もの だったら、 私 は 吃 度 強く 

吹きとば された 害です。 しかし 一 向 そんな 風 もな く、 

普通の 部屋へ 入る のと 同じ 感じで ありました。 すると 

この 室内に 高圧 瓦斯が 充満して いたと は 考えられ ませ 

ん。 

(すると、 それ は 一 体 どうした わけだろう) 

こんな 風に 窓 硝子が 壊れる ために は、 もう 一 つの 考 

え 方が あります。 それ は 何 か 大きい 物体 を、 この 室 か 

ら 戸外へ 抛げ たと します と、 こんな 大きな 孔が 出来る 

かも 知れません。 いつ だか 銀座の ある 時計屋の 飾 窓の 



硝子 を 悪漢が 煉瓦で 叩き 破って、 その 中に あった 二 万 

きんかい 

円の 金塊 を 盗んで 行った ことがあります。 あの 調子で 

す。 しかし 煉瓦 位で は、 こんなに 大きい 孔は あきそう 

もありません。 少 くと も盥 位の 大きさの もの を 投げ 

たこと になります。 

(だが、 盥 位の 大きさの もの を 外に 投げた としたら、 

そのと き 私 は 室の 中に 居た の だから、 それが 眼に 映ら 

なければ ならなかった のに —— -) 

ところが 私 は、 盥 のよう な ものが、 この 窓 硝子に 打 

ちつ けられた ところな ど を 決して 見ませんでした。 い 

ゃボ— ル 位の 大きさの もの だ つ てこの 硝子 板 をと おし 



て 飛び出し たの を 見なかった のです。 

(すると、 この 矛盾 はどう 解決すべき であろう か？) 

全く 不思議です。 盥 位の 大きさの もの を この 室内 か 

ら 外に 投げた と 思われる のに、 それが 見えなかった と 

いうの は、 どうした わけでしょう。 そうだ。 こう 

いう ことが 考えられ るではありません か。 若し 抛 げら 

れ たもの が、 無色 透明の 物体だった としたら どうで 

かり ガラス かたまり 

しょうか。 仮に 盥ほ ども ある 大きい 硝子の 塊だった 

としたら、 そいつ は 私の 眼に もう つらないで、 この 室 

から 外へ 抛げ る ことが 出来た でしよう。 その外に 解き 

ようがありません。 



しかしながら、 そんな 大きい 無色 透明の 物体なん て 

あ 

在る のでし ようか。 そいつ は 一体 何者で しょうか。 そ 

れは 室内の どこに 置いて あ つ て、 どういう 風に して 窓 

硝子へ ぶつつ かった のでし ようか。 こう 考えて 来る と、 

せっかく 

折角 謎が とけて きたよう に 見え ましたが、 どうして ど 

つま 

うして、 答 はます ます 詰って くるば かりです。 なぜな 

れば、 そんな 眼に 見えない もの (又は 眼に 見え 難い も 

の) で、 莫迦に 大きい もの、 そして 硝子 を 壊す 力が あ 

るよう な もの、 そして それ は 誰が 抛げ たか —— ィャそ 

れ はまる で 化物 屋敷の 出来 ごとで もなければ、 そんな 

不思議 は 解けないでしょう。 



「ム —— 」 

うな うでぐみ 

と 私 は 其の 場に 呻りながら 腕 組 をいた しました。 

眼に 見えない か、 見えに くいもので、 盥 位の 大きさ、 

形 は 丸くて、 硝子 を 壊す 位の 重い もので、 その上、 簡 

単に 室内から 投げられる ような ものと は、 一 体 何 だろ 

、つ。 



怪しい 白 毛 (？) 



私 は そのと きに、 「崩れる 鬼 影」 という 謎の ような 言 

葉 を 思い出しました。 

ああい う 非常時に、 人間と いう もの は、 驚きの なか 

にも 案外たい へ ん うまい 形容の 言葉 を 言う ものです。 

「鬼 影」 という も 「崩れる」 という も、 決して 出鳕 目の 

言葉で はありますまい。 ことに 此の 家の 老婦 人 も 兄 も 

全く 同じ 「崩れる 鬼 影」 という 言葉 を 叫んだ のです か 

ら、 いよいよ 以て 出鳕 目で はあります まい。 

影と いうから に は、 どこかに 映った もので ありま 

まんげつ こうこう 

しょう。 あのと き は そうです、 満月が 皎々 と 照つ 

力た. loj 

ていました。 今 はもう 屋根の 向う に頓 きかけ たよう 



はず 

です。 月光に 照ら された ものに は 影が 出来る 害です。 

影と いうの は、 その 影ではないでしょう か。 あの 場合、 

きわ 

満月の 作る 影と 考える こと は、 極めて 自然な 考え だと 

思いました。 すると 

(あの 満月に 照らされて 出来た 影な の だ。 それ は どこ 

へ 映った か？) 

私 は 首 を ふって、 改めて 室内 を 見 まわして みました 

，、ゝ 、 

力 

(ああ、 この 窓に 鬼 影が 映った の だッ) 

と 思わず 叫び声 をた てました。 そうだ、 そうだ。 兄 

はこの 部屋に 入る 前まで は 「鬼 影」 などと 口にしな か つ 



のち 

それ は 後の 話です。 

私 は ハンカチ— フを 出して、 その 白い 毛の ような も 

の を 硝子の 縁から 取り はなしました。 そして そのまま 

折り畳んで、 ポケットに 仕舞い こんだ のでした。 

ちょうど 

丁度 そのと きです。 

戸外に、 やかましい サイレンの 音が 鳴リ 出しました 

ブ— ゥ、 ゥ、 ゥ。 ブ 1 ゥ、 ゥ、 ゥ。 

うな 

まるで 怪獣の ような 呻り 声です。 

破れた 窓から 外に 首 を 出して みます と、 どうで しょ 

う、 遥か 下の 街道 を こっちへ 突進して 来る 自動車の 

ヘッドライト がー ィ、 ニゥ、 三ィ、 ときどき パッと 眩 



寸+6 い 

た。 なんでも そのと きの 気配で は、 婦人の 外に 十 人 近 

くの 人間が ゥ ヨウ ョと 蠢 いている の を 直感し ました。 

「オヤ ッ」 

一 体 この 大勢の 人間 は 何処から 入って きたので しょ 

う？ ここの 主人の 谷 村 博士と この 老婦 人 以外に は、 

せいぜい 一 人 二人のお 手伝いさん ぐらいし か 居ない だ 

ろうと 思った 屋敷に、 いつの 間に か 十 人 近くの 人間が 

現れた のです。 しかも 大して 広く もない 此の 婦人の 室 

きも つぶ 

に、 ゥ ヨウ ョと 集って いたので すから、 私 は胆を 潰し 

てし まいました。 

し ま 

です けれど、 私の 駭きは それだけで お仕舞いに はな 



りませんでした。 おお、 何とい う 恐ろしい 其の 場の 光 

景 でしよう か。 その 十 人 近くの 人間と 見えた の は、 実 

きかい いきもの 

は 人 聞 だか どう だか 解り かねる 奇怪なる 生物でした。 

そうです。 生物に は 違いない と 思います、 こう ゥ ヨウ 

ョと蠢 いている のです から。 

彼等 は 変な 服装 をして いました。 時代の ついた 古い 

洋服 —— それ も フロックが あるかと 思えば 背広が あり、 

そうかと 思う と 中年の 婦人の つける スカ —， ^をモ ー 二 

ングの 下に 履いて います。 しかし その チグ ハグな 服装 

はま だいいと して、 この 人達の 顔が 一向に ハツ キリし 

な いのは 変です。 



た。 

「助けて くれ— ッ」 

私 はもう 恐ろし さの ために、 大事な 兄の こと も 忘れ 

一 秒で も 早く この 妖怪 屋敷から 脱出したい 願いで 一 杯 

で、 サッと 外へ 飛び出しました。 

「たッ 助けて くれ ー ッ」 

まぶ 

ああ、 眩しい 自動車の ヘッド • ラ イト は、 二百 メ— 

まぢか せま 

トル も 間近に 迫って います。 警察 隊が 来て くれたので 

す。 あすこへ 身を擲 げこめば 助かる！ 私 はもう 夢中 

で 走りました。 

「オイ 何者か ッ。 S: まれ、 停まれ」 



私の 顔面に は 突然 サ ッと 強い 手提 電灯 の 光が 浴せ か 

けられました。 おお、 助かった ぞ！ 



怪しき 博士の 生活 

こぞう 

「この 小僧 だナ、 さっき 電話 を かけて きたの は」 

も， R L 

無蓋 自動車 の 運転台 に 乗って いた 若い 一人の 警官が 、 

ヒラリ と 地上に 飛び降り ると、 私の 前へ ッ カツ 力と 進 

み 出て きました。 



警部さん に は、 よく 私の 気持が 判って いて 呉れた の 

です。 これ 位 嬉しい ことはありません。 私 は 元気 を 取 

戻しながら、 一 伍 一 什 を 手 短 かに 話して きかせました。 

「ゥ フ、 そんな # ；迦な ことがあって たまる もの か。 こ 

の 小僧 はどう かしてい るの じ やないで すか」 

例の 若い 警官 黒 田 巡査 は、 あくまで 私 を 疑って いま 

「まァ そう 云う もの じ やない よ、 黒 田 君」 分別 ぁリ気 

しろき お だ や とっぴ 

な 白木 警部 は 穏 かに 制して、 「なるほど 突飛す ぎる 程 

の 事件 だが、 僕 はこの 家 を 前から 何遍も 見て 通った 

とき ごと やしき 

時 毎に、 なんだか 変な ことの 起り そうな 邸 じ やとい 



かいぶつ かい リき 

陸 物の 2_土 力 



「では 出動 用意」 警部 は 手 を あげました。 「第 一隊 は 

表玄関より、 第二 隊は 裏の 入口より 進む。 それから 第 

もんな い 

三 隊は門 内の 庭木の 中に ひそんで 待機 をしながら 表門 

を 警戒して いる。 本官と この 少年 は 第 一隊に 加わって 

表玄関より 進む。 —— よい か。 では 進め ッ！」 

もくもく 

警官 は サッと 三つの 隊 にわかれ、 黙々 として 敏捷に、 



「呀 ッ、 出て 来た ッ」 

かぜん 

果然、 モ ー ニン グ. コ— トを 着て、 下に は 婦人の ス 

は やつ 

力— トを 履いた 奴が、 室の 入口から フ ラフラと 廊下の 

方に 現れました。 おけ 捕りに はしたい のです が、 こう 

あきら ほか しがい 

強くて はもう 諦める より 外はありません。 死骸で も 

引き 擦って 帰れる と、 成功の 方 かも 知れません。 

「撃ち方 ァ 始め ッ」 

ダダダ タタ ダダ ダ— ン。 

あめあられ どうなか 

銃口から は 火 を 吹いて 銃丸が 雨霰 と 怪物の 胴中め 



がけて 撃ち 出されました。 

「この 野郎、 まだ かッ」 

バラ バラと 飛んで ゆく 弾丸 は、 黒い モ ー ニン グの上 

たま あと と ど つづ 

にたち まち 白い 弾丸 跡 を 止め 度 もな く 綴って ゆく ので 

ぬのじ 

した。 とうとう 洋服の 布地の 一 部が ボロボ 口にな つて、 

じゅ-つか 

銃火に 吹きとば されました。 

怪物の 腹のと ころに、 ポ カリと 大きい 穴が あきまし 

ゆうゆう 

た。 それ だのに 怪物 は、 悠々 と 廊下 を 歩いて いるので 

「あの 怪物に は、 身体 も 無い ぞ」 

誰かが 気が 変にな つたよう な 悲鳴 を あげました。 な 



放された 玄関に 出て ゆきました。 玄関に は 入口の 扉の 

< ま 

影 だ けが 、 月光 に 照らされて 三角形の 黒い 隈を つくつ 

てレま す 

怪物 は その 扉の 向う へ 出て ゆきました。 出て 行った 

と 思う 間もなく、 玄関の 厚い 硝子 戸に モ— ニン グの影 

がう つりました。 

「おお、 あれ を 見よ、 あれ を 見よ」 

警部さん は 生きた 心地 もない ような 慄ぇ 声で 叫び ま 

した。 

ものすご 

おお、 それ は 何とい う 物凄い 影で しょうか。 硝子 戸 

に 月が 落とした 影 は、 モ ー ニン グ だけの 影で はな かつ 



「どうしました どうしました」 

私 も 警官た ちと 一 緒に ガタガ タと靴 を 鳴らして 戸口 

へ 飛び出しました。 外 は 水 を 打った ように 静かな 眺め 

です。 月光 は 青々 と照リ 亙り、 虫が チロチ 口と 鳴いて 

います。 まるで 狐に 化かされ たような 穏 かな 風景で 

「居ない よう だネ」 と 警部が 云いました。 その 声から 

推して 大分 落着いて きたよう です。 「では 全員 集ま 

れッ」 

全員 は 直ちに ドャ ドャと 整列し ました。 私 は, かし 

かった ので、 横の 方で 気を付け をし ました。 



「妙な 場所と は」 

かんばつ ひあが 

「池が この 旱魃で 乾 上 つ て 沼みたい になり かか つてい 

ると ころが あるんで す。 その 沼へ 踏み こもうと いう 土 

やわらか かくとう あと 

の 柔 いところ に、 格闘の 痕 らしい ものが あるんで す。 

靴 跡が 入り乱れ ています。 あんなと ころで、 誰も 格闘 

しなかった I 舌なん です が、 どうも 変です よ」 

「そうか、 それ ァ 可笑しい。 直ぐ 行って みょう」 

警部さん は その 警官 を 先頭に、 急いで 乾 上った 池の 

ところへ 龃 けつけ てみ ました。 

なるほど 入り乱れた 靴の 跡が、 点々 として 柔ぃ 土の 

上に つ いています。 



警部さん は、 懐中電灯 をつ けて、 その 足跡 を 検べ始 

めました。 

「オヤ これ は 変 だな。 足跡が 途中で 消えて いる ぞ」 

「消えて いると い いますと」 

「ほら、 こっちから 足跡が やって きて、 ほら ほらこう 

いう 具合に キリ キリ 舞い をして サ、 向う へ龃け 出して 

い つ て、 さァ 其処で 足跡が 無くなつ ている じ やない か」 

な ほど 

「成る 程、 これ ァ 不思議です ネ」 

「こんな こと は 滅多にな いこと だ。 おお、 ここに 何 か 

落ちて いる ぞ。 時計 だ。 懐中時計で メタルが ついてい 

-9- うしょう は 、， てい 

る。 剣道 優 賞牌、 黒 田 選手に 呈す —— 」 



灯で 瞳孔 を 照らして いました が、 

「や あ、 これ は 心配ありません。 いま 注射 をう ちます 

が、 直ぐ 気がつかれる でしよう」 

小さい! S を 開いて、 アンプル を 取って くびれ たと こ 

やくえき 

ろ を 切る と、 医者 は 注射器の 針 を 入れて 器用に 薬液 を 

移しました。 そして 兄の 背中へ ズ プリと 針 を さしとお 

ガラスとう 

しました。 やがて 注射器の 硝子 筒の 薬液 は徐々 に 減つ 

て ゆきました。 その代りに、 兄の 顔色が 次第に 赤味 を 

帯びて きました。 ああ、 やっぱり、 お 医者 さまの 力で 

三本ば かりの 注射が すむ と、 兄 は 大きい 呼吸 を 始め 



して 大きな ものが 飛び出したり、 それから 洋服の 化物 

のよう な ものが ゥ ロウ 口して いたり、 あれ は どこから 

どこまでが 化物な のか しら」 

「それ は 皆 化物だろう」 

「兄さん は 化物 を 本当に 信じて いるの」 

「化物 か 何 かしらぬ が、 僕が この 室で 遭 つたこと は ど 

う も 理屈に 合わない。 あれ は 普通の 人間で はない。 眼 

に は 見えない 生物が 居る らしい こと は 判る。 しかし 月 

の 光に 透かして みると 見え るんだ。 僕 はこの 部屋に 入 

ると、 いきなり 後から ギュッ と 身体 を 巻きつけられた- 

あ 

呀ッと 思って、 身： K: を 見る と、 问 にも 巻きつ いていな 



いの だ。 しかし 力 はヒシ ヒシと 加わる。 僕 は 驚いて そ 

さ 

れを 振り 離そうと した。 ところがもう 両腕が 利かない 

の だ。 何者かが、 両腕 をお さえて いるの だ。 僕 は 仕方 

なしに、 足で そこら 中 を 蹴つ とばした。 すると 何 だ 

か 靴の 先に ス トンと 当った ものが ある。 しかし 注意 を 

して そこら あたり を 見る が、 何にも 見えない こと は 同 

じだった。 そのうちに、 呀ッと 思う 間もなく、 僕の 身 

なな 力た も 

体 は 中心 を 失って しまった。 身体が 斜めに 傾いた の 

しリ. *J ち 

だ。 僕 は ズデン ドウと 尻餅 をつ くだろうと 思った。 と 

なお 

ころが 尻餅なん かっかな いの だ。 身体 は 尚 も 傾いて 身 

体が 横になる。 そこで 業 はもう 恐： £ に咏 えきれ なく 



重ナ， ^？手 懸 し 

「帆 村さん、 身体の 方 は 大丈夫で すか」 

警官隊の 隊長 白木 警部 はそう い つ て 私の 兄 を 優しく 

いたわって くれました。 

「ありがとう。 だんだんと 元気が 出て きました。 僕 も 

連れてって いただき ますから、 どうぞ」 

「どうぞと はこ つちの 言う ことです。 貴方が いて 下さ 

るので、 こんな ひどい 事件に 遭っても 私達 は 非常に 気 



「あ ッ、 そうだ。 その 証拠になる ものが 一 つ あるんで 

すよ」 

「え ッ。 何 だ つ て？」 

「証拠です よ」 と 云いながら 私 は 大事に しまって あつ 

ハンカチ 

た 手帛の 包み をと リ出 しました。 「これ を 見て 下さい。 

ガラス 

兄さんが 気 を 失 つ た 室 の 硝子 窓のと- J ろで 発見した の 

です よ。 硝子の 壊れた 縁に 引 懸かって いたので すよ。 

ほら ほら - 

そういって 私 は、 あの 白い 毛の ような もの を 取り出 

して 兄に 見せる と共に、 発見 当時の 一 伍 一 什 を 手 短 か 

に 語りました。 



ためいき 

「ふ ふ— ン」 兄 は 大き い 歎息 を ついて、 白木 警部 の さ 

し 出す 懐中電灯の 下に、 その 得？ I の 知れない 白 毛に 見 

入りました。 

「一体なん です。 化物が 落して いったと すると、 化物 

の 何です。 頭に 生えて いた 白 毛です か」 

「ィャ そんな ものじゃありません。 —— これ はいい も 

のが 手に入りました。 御覧なさい。 これ は 毛の ようで 

毛ではありません。 むしろ セルロイド に似てい ます。 

しかし セルロイドと 違って、 こんなに よく 橈み ます。 

力た 

しかも 非常に 硬い。 こんなに 硬くて、 こんなに よく 橈 

むと いう こと は 面白い ことです。 覚えて いらっしゃる 



「おお、 向う に 火が 見える ぞ」 

近づいて みると、 それ は 町の 辻に 設けられた 篝 火で 

す。 青年団 員 ゃボ— イス カウトの 勇し い 姿 も 見えます _ 

—— 警官の 一 隊が バラ バラと 龃 けて 来ました。 

「どッ どうした」 白木 警部 は 手 を あげて 怒鳴 るよう に 

云いました。 

あごひげ は 

「や あ、 警部 どの」 と 頤髯の 生えた 警官が 青ざめた 顔 

を 近づけました。 「やっと 下火になりました。 その 代 

リ、 小 田 原の 町 は 御覧のと おり 滅茶滅茶です」 

二 一人の 怪人と いうの はどうした」 

「決死隊が 追跡 中です。 小 田 原 駅の 上に 飛び あがり、 



たんしょうとう 

「いま 探照灯 を そっちへ 廻し ますから …… 」 

運転台 の やや 高 いところ に取リ つけて あった 探照灯 

がピ カリと 首 を 動かす と、 なるほど 線路 上に フワ フワ 

と跟 めきながら 東の 方へ 走って いる 二つの 白い 人影が 

クッキ リ 浮かび 出ました。 一人の 方 は 剣 を 吊って いる 

さや ひらめ 

らしく、 ときどき ピカピ 力と 鞘ら しい ものが 閃 きます- 

「居た、 居た、 あれ だッ」 と 兄が 叫びました。 

「追跡 隊 はどうし たの だ。 —— うん、 あすこの 線路 下 

うずくま たず 

に 跼 つてい る 一隊に 尋ねて みょう」 

あせ し き 

警部さん は 汗み どろに なっての 指揮です。 

r ォ ー ィ、 どうして 追 駆けない の だ。 元気 を 出せ、 元 



のでしょう。 山の 上に、 まるで 噴火口で も あるかの よ 

うに、 ポッ カリと 大穴が 明いて いるので す。 穴から 下 

のぞ 

を^いて みます と、 底 は どこまでも 続いて いると も 知 

まっくらで みとお 

れず、 真暗 見 透し がっきません。 

「こんな 穴 は、 以前から 有った ろうか」 白木 警部 は不 

ひらめ 

安に 閃 く 眼 を 一 同の 方に 向けました。 

ぼんち 

「いいえ、 ありま せんです。 ここ はず ッと 盆地の よう 

に 平にな つていて、 青い 草が 生えて いたば かりです 

よ」 

「ほほう、 すると # 時の 間に 出来た のだろう か」 

「もしゃ …… 」 



そこから 二 本の 足が ニョッ キリと 出て います。 全く 裸 

の 脚です。 誰の 足でしょう。 行方不明 になった 谷 村 博 

士も黒 田 警官 も 洋服 を 着て いる 害です。 兄 は 私と 同じ 

く 和服で ありました。 すると この 裸の 足 は、 ああ …… 

私 はそう 思う と、 頭が クラ クラと しました。 謎 を 包 

んだ 大きい 穴が、 急に ス ー と 小さくな つて、 釦 の 穴 ほ 

ちぢ 

どに 縮まった ような 気が いたしました。 それつ きりで 

しょうど-つ 

した。 私 は 大きい 衝動に たえ きれないで、 恐ろしい 

現場 を 前に、 あらゆる 知覚 を 失って しまいました。 暗 

い 世界に 落ちて ゆく ような 気がした のが 最後で、 なに 

も かも 解ら なくなった のです。 



警部 はじめ 一 同が、 その 穴の 縁に 近づいた とき、 傍ら 

もりつち 

の 盛土の 中から、 二 本の 足が ニョッ キリ 出て いるの を 

お： JT さわ 

発見して 大騒ぎに なり、 私 は、 その 足の 主が、 きっと 

兄の 帆村荘 六だろう と 考え、 なんという 浅ましい 光景 

を 見る もの かなと 思った とき、 気 を 失って しまい まし 

た。 —— と、 そこまで はお 話しました つけ ネ。 

それから、 どのくらい 経った のか、 私に は 時間の 

推移が サッ パリ 解りませんでした。 フッと 気がついた 

ときには、 あの 凄惨な 小 田 原の 隧道の 上 かと 思いの外、 

やわらか 

身 は フワ リと 軟 い ベッドの 上に、 長々 と 横にな つて 

いるので ありました。 



「ああ— ッ」 

私 は 思わず、 声 を 放ちました。 (ああ、 気がつい たよ 

さ さ や 

うだ) (もう 大丈夫) などと いう 囁きが ボソ ポソと 聞 

まわり 

えます。 ハツと 気がついて 周囲 を キヨ 口 キヨ 口と 見廻 

すと、 これ はどうした というの でしよう。 傍らに 立つ 

て、 こちらへ 優しく 笑 額 を 向けて いるの は、 あの 悲歎 

ぬし おどろ 

の 主、 谷 村 博士の 老 夫人だった のです。 いや 駭 きと 

意外と は、 それば かりではありません。 いまの いま ま 

ざんし 

で、 惨死した とば かり 思って いた 兄の 荘 六まで が、 警 

しゅじゅつぎ 

官ゃ 手術衣の 人達の 肩 越しに、 私の 方 を 向いて ニコ 二 

コ笑 つてい るではありません か。 ああ 私 は 何 か 夢を見 



隧道の 上で …… 」 

「あれなら 大丈夫。 あれ は 僕 だつ たんです よ」 

わき たくま 

と、 そういって 脇から 逞しい 男が 出て 来ました。 

見れば、 どこかで 見た ような 顔です。 

「僕 I 黒 田 巡査です」 

「ああ、 黒 田さん」 

「僕が 土に 埋められた ところ を、 皆さんで 掘り出して 

下す つたので す。 僕 だけで はなく、 博士 も 助かつ たん 

です。 これ は 怪物が 隧道から 飛び出す ときに、 私達 を 

土と 一 緒に 跳ねとば して 埋めて しまったん です」 

「ああ、 すると 怪物 はや はり 隧道から 逃げて しまった 



人間より 稍す ぐれた 智慧 を もつ ている ものと 思われる _ 

それ は、 今日 盛んに、 この 地球へ 向って、 信号 を 送つ 

ている からで ある。 人間界に は、 この 生物の ある こと 

を 知っている 者が 殆んど 居ない。 それ は あの 透明な 月 

の 住民た ちの 身体 を 見る 方法がなかった からだ。 然る 

よ へん こうそうち 

に予 は、 特殊の 偏光 装置 を 使って、 これ を 着色して 認 

める ことに 成功した。 その 装置に ついては、 別項の 論 

文に 詳解して おいた。 

ここに 注意すべき は、 この ルナ • アミ— バ— とも 名 

付くべき 生物 は、 地球の 人類に 先んじて 月と 地球との 

こ ころ 

横断 を 試みたい 意志の ある ことで ある。 おそらく、 



それ は 成功す る ことであろう。 彼等 は 地球へ 渡航した 

ときに、 身体の 変質 変形 をう ける こと を 恐れて、 何 か 

の 手段 を 考え出す ことで あろうと 思われる。 予の考 う 

ると ころで は、 多分 その ルナ. アミ ー バ— は 身体 を 

たいねつたい あっせい しんしゅ くじ ざ い 

耐熱 耐圧 性に 富み、 その上、 伸縮自在の 特殊 材料で もつ 

て 外皮 を 作り、 その 中に 流動性の 身体 を 安全に 包んで 

渡航して くるであろう。 その 材料に ついて、 予は 左記 

の 如き 分子式 を 想像す るが、 この 中には、 地球に ない 

まじ 

元素が 四つ も 交って いるので、 もし ルナ • アミ— バ— 

が 渡来した ときには、 面白い 研究 材料が 出来る ことで 

うんぬん 

あろう、 云々」 



ベクトル を 測定して みました。 すると、 どうでしょう _ 

その 結果が、 博士の 論文に 掲げられた 分子式と、 ピッ 

タリ 一 致した のです。 

「ああ、 ルナ • アミ— バ— だッ。 ルナ • アミ— バ ー の 

しゅうら い 

襲来 だッ」 

兄 は、 気が 変にな つたよう に、 その 室の 中 を グルグ 

ル 廻って 歩いた のです。 

「どうした のです、 帆 村さん」 

と 博士 夫人が 階下から 龃け つけられる。 説明 をして 

いるう ちに、 夜が ほのぼのと 明け はなれ、 そこへ 白木 

まち 

警部 一 行が、 掘り当てた 谷 村 博士と 黒 田 警官と を 護つ 



まゆ ひそ 

私 は 眉 を 顰めました。 

「だから 無理 だよ。 もっと 寝て いなさい」 と 兄 はやさ 

しく 云いました。 

「ィャ 身体 はいいの です。 もう 大丈夫。 —— それより 

も 向う の 部屋で、 一体なに が 始まって いるんで すか」 

「はッ はッ、 とうとう 嗅ぎつ けた ネ」 と 兄 は 笑いな が 

ら、 「あれ はネ、 たいへんな 実験が 始まって いるの だ」 

「大変て、 どんな 実験です か」 

つかま 

「実は ルナ. アミ— バ— を 一匹 摑 えたんだ。 そいつ は、 

この 門の 近くの 沼に 浮いて いるの を 見付け たんだ。 な 

にしろ 沼の 水面が、 なんにも 浸って いないのに、 一部 



物でした のに」 

「動物じゃなくて、 植物と いう 方が いい かも 知れ ませ 

んょ。 —— 弱って いる わけ は、 あの 硝子 窓 を 通る とき 

がいひ ひきさ 

に、 外皮 を 大分 引裂いた ので、 地球の 高い 温度が こた 

える のです。 そして この ルナ. アミ— バ— は、 兄さん 

を 胴締めに していた 奴です。 あのと き此， "奴 は、 兄さん 

くるし ごしんよう 

に 苦め られ たのです。 兄さん は 護身 用 に、 

けいたい かんでんき 

携帯 感電 器 を もってい らっしゃる。 あの 強烈な 電気に 

そうとう ま い さめ 

相当 参って いると ころへ、 あの 硝子の 裂け目へ つつか 

よわ たた 

かったんで、 二重の 弱り目に 祟り 目で、 沼の 中へ 落ち 

こんだ まま、 匍い 上り も 飛び 上り も 出来 なくなつ たん 



です よ。 つまり 荘六 君と 民彌 君との お 二人が、 この 怪 

物 を 捕えた も 同様です ネ」 

私 は そのと き、 目に 見えぬ ルナ . アミ ー バ ー と 闘つ 

たこと を 思いだ しました。 

「この 一 匹の 外 はどうし たのです か」 

「もう 月の 世界へ 逃げ かえった ことでしょう。 今夜 月 

てんたい きょう 

が 出る と、 その 天体 鏡で のぞかせて あげましょう」 

「すると、 あの 小 田 原の 町に 現れて いた サ ー ベル を 腰 

びゃくい 

に 下げた 老人 や、 白衣 を 着た 若者な ども、 逃げ かえつ 

たんです か」 

あか 

「いや、 あれ は …… 」 と 博士 はすこし 赧く なって 云い 



ああ 何とい う 不思議！ 

硝子 樽の 中には、 いままで 何も 無い ように 思って い 

ましたが、 ジリジ リブ ッブッ と、 なんだか 紫色の 霧の 

ような ものが 動揺 を 始めた と 思う 間もなく 色 は 紅 に 

移リ、 次第 次第に 輪廓が ハツ キリして 来ました。 やが 

あお ^> お 

ての ことに、 青 味 を 帯びた ドロンと した 液体が、 クネ 

うみへび のぞ 

クネ とまるで 海蛇の 巣を顿 いたと き はこう もあろう か 

というよ うな 蠕動 を 始めました。 なんという 気味の わ 

のぞ ひたい 

るい 生物でしょう。 視 きこんで いる 人々 の 額に は、 

あ "や らぁせ たま 

油汗が 珠 のように 浮かび 上 つ てきました。 



「ああ、 いやらしい 生物 だッ」 

誰かが べッ と、 唾 を 吐いて、 そう 叫びました。 それ 

くさもち 

が 聞え たの か、 ルナ. アミ ー バ— は、 草 餅 を ふくらま 

ぼうちょう 

せた ように、 プ ー ッと 膨脹 を 始め、 みるみる うちに、 

ガラス だる ひろ 

硝子 樽 一 ぱいに 拡がりました。 

「これ はッ —— 」 

あとず さ 

と 思って、 一同が 後退り をした その 瞬間、 がち や— 

もうもう しろけ むリ 

ン という 一 大 音響が して、 サッ と濛々 たる 白煙が 室 

内に 立ちのぼ リ ました。 

あ 

「呀ッ —— 」 

私達 は 壁 際にべ タリと 尻餅 を つ いた ことに も 気が付 
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